









































































































































































































































































































































































































































































































































































































Bull. Shikoku Univ. ３７：１７１－１８３，２０１２
写真２ 敬渝碑
写真１ 中喜来春日神社
け
い
ゆ
ひ
安
政
南
海
地
震
を
伝
え
る
松
茂
町
の
敬
渝
碑
に
つ
い
て
一
七
一
考
え
る
上
で
重
要
な
資
料
に
な
っ
て
い
る
。
１
９
４
６
年
の
地
震
に
関
し
て
は
あ
ま
り
碑
の
形
で
は
残
っ
て
い
な
い
。
こ
の
地
震
は
Ｍ
８
．
０
で
安
政
地
震
の
四
分
の
一
程
の
力
で
、
被
害
も
少
な
か
っ
た
の
と
、
こ
の
年
は
第
二
次
世
界
大
戦
終
了
の
翌
年
で
あ
り
、
大
空
襲
を
受
け
た
徳
島
で
は
石
碑
の
よ
う
な
形
で
残
す
余
裕
は
乏
し
か
っ
た
の
だ
ろ
う
と
想
像
で
き
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
こ
の
敬
渝
碑
の
存
在
は
現
在
の
我
々
に
は
、
よ
り
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
と
こ
ろ
が
、
近
世
の
石
碑
や
資
料
は
今
日
と
は
文
字
環
境
が
異
な
り
、
そ
の
ま
ま
で
は
現
代
人
は
そ
の
意
味
を
充
分
に
理
解
で
き
な
い
。
近
年
出
版
さ
れ
た
幾
つ
か
の
書
籍
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
碑
文
と
そ
の
書
き
下
し
文
も
、
一
部
に
誤
訳
や
不
詳
部
分
が
あ
っ
た
。
敬
渝
碑
は
漢
文
で
撰
ば
れ
た
七
言
古
詩
の
形
式
を
と
り
難
解
な
漢
字
を
多
用
し
て
い
る
た
め
に
、
専
門
家
で
な
け
れ
ば
理
解
し
に
く
い
と
こ
ろ
も
あ
る
の
だ
。
そ
こ
で
、
漢
和
辞
典
・
歴
史
辞
典
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
参
考
に
し
て
そ
の
完
全
現
代
語
訳
を
試
み
た
。
さ
ら
に
こ
れ
を
撰
書
し
て
い
る
人
物
に
関
し
て
も
詳
し
く
調
べ
た
。
こ
の
小
論
が
多
く
の
人
々
の
防
災
意
識
の
向
上
に
役
立
て
ば
幸
甚
で
あ
る
。
２
．
歴
史
的
背
景
嘉
永
六
年
（
１
８
５
３
）
に
は
二
月
に
関
東
地
方
に
地
震
が
起
き
て
い
る
。
六
月
に
初
め
て
来
航
し
た
ア
メ
リ
カ
の
ペ
リ
ー
提
督
は
、
翌
年
１
９
５
４
年
一
月
十
六
日
に
も
九
隻
の
大
艦
隊
で
再
度
江
戸
湾
に
入
っ
て
羽
田
沖
ま
で
進
出
し
、
強
圧
的
に
横
浜
を
交
渉
の
場
と
し
た
。
三
月
三
日
に
は
日
米
和
親
条
約
を
結
び
鎖
国
制
度
を
廃
棄
さ
せ
た
。
幕
府
は
こ
の
こ
と
を
朝
廷
に
報
告
し
た
。
欧
米
列
強
の
強
大
な
軍
事
力
の
前
に
幕
府
の
権
力
は
低
下
し
、
そ
れ
ま
で
の
幕
藩
体
制
で
は
対
応
で
き
ず
、
天
皇
を
中
心
と
し
た「
日
本
国
」
体
制
を
望
む
人
々
が
増
殖
し
て
い
く
時
代
で
あ
る
。
吉
田
松
陰
が
佐
久
間
象
山
の
思
想
的
影
響
を
受
け
、
黒
船
に
乗
り
込
も
う
と
し
て
追
い
出
さ
れ
た
の
は
こ
の
時
で
あ
り
、
松
陰
と
象
山
は
こ
れ
に
よ
っ
て
郷
里
に
戻
り
獄
に
下
っ
て
い
る
。
松
陰
が
松
下
村
塾
を
開
く
の
は
こ
の
入
獄
が
き
っ
か
け
で
あ
る
。
幕
府
は
ア
メ
リ
カ
に
続
い
て
イ
ギ
リ
ス
・
ロ
シ
ア
・
オ
ラ
ン
ダ
、
そ
の
他
列
強
と
条
約
を
結
ん
だ
。
こ
の
年
四
月
に
は
京
都
大
火
で
御
所
が
燃
え
、
六
月
十
四
日
に
伊
賀
上
野
に
大
地
震
（
Ｍ
７
．
４
）、
十
一
月
四
日
に
東
海
地
方
に
大
地
震
（
Ｍ
８
．
４
）
が
起
き
、
翌
五
日
に
は
南
海
地
震
（
Ｍ
８
．
４
）、
さ
ら
に
二
日
後
の
十
一
月
七
日
に
は
豊
予
海
峡
地
震
（
Ｍ
７
．
４
）
が
起
き
た
。
十
二
月
二
十
八
日
に
は
江
戸
に
大
火
が
起
き
た
。
坂
本
龍
馬
は
１
８
５
３
年
三
月
〜
５
４
年
六
月
ま
で
江
戸
で
修
行
を
し
て
お
り
黒
船
も
目
撃
し
、
こ
の
年
二
十
歳
で
高
知
が
南
海
地
震
に
遭
っ
た
こ
と
を
知
り
急
い
で
帰
郷
し
た
。
翌
１
８
５
５
年
、
二
月
一
日
に
は
飛
騨
地
方
に
地
震
（
Ｍ
６
．
８
）、
二
月
二
十
六
日
に
飛
越
地
方
に
地
震
（
Ｍ
６
．
７
）
が
起
き
た
。
三
月
に
は
再
び
江
戸
に
大
火
が
起
き
、
十
月
二
日
に
は
、
江
戸
を
大
地
震
（
Ｍ
６
．
９
）
が
襲
い
、
倒
壊
家
屋
一
万
四
千
棟
、
死
者
四
千
人
と
い
わ
れ
、
斉
昭
が
頼
り
に
し
て
い
た
水
戸
藩
の
有
力
な
指
導
者
、
藤
田
東
湖
・
戸
田
蓬
軒
ら
は
こ
の
時
死
亡
し
て
い
る
。
勝
海
舟
は
老
中
阿
部
正
弘
の
命
に
よ
り
、
オ
ラ
ン
ダ
人
を
教
師
に
し
て
海
軍
士
官
学
校
の
伝
習
所
を
作
る
役
に
就
い
た
。
長
崎
に
派
遣
さ
れ
る
途
中
、
下
関
で
停
泊
中
に
江
戸
の
大
地
震
の
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
い
て
い
る
。
島
津
家
の
篤
姫
は
、
徳
川
家
定
と
の
結
婚
が
決
ま
っ
て
５
３
年
の
十
月
に
芝
の
薩
摩
藩
邸
に
入
っ
た
も
の
の
、
火
災
や
地
震
の
た
め
に
お
輿
入
れ
は
延
期
と
な
っ
て
５
６
年
ま
で
待
た
さ
れ
る
。
島
津
斉
彬
配
下
の
西
郷
隆
盛
も
江
戸
に
滞
在
中
で
大
地
震
に
遭
遇
し
て
い
る
。
こ
の
当
時
の
徳
島
藩
主
は
、
徳
川
家
斉
の
第
二
十
二
子
か
ら
養
嗣
子
と
な
っ
た
蜂
須
賀
斉
裕
で
、
従
弟
で
あ
る
福
井
藩
主
松
平
春
嶽
と
意
見
の
近
い
立
場
に
い
た
。
つ
ま
り
徳
川
斉
昭
の
息
子
、
一
橋
慶
喜
を
推
す
派
で
あ
り
、
同
派
に
は
他
に
島
津
斉
彬
、
土
佐
の
山
内
容
堂
、
宇
和
島
の
伊
達
宗
城
な
ど
が
い
た
。
こ
の
三
年
間
に
立
て
続
け
に
関
東
・
東
海
・
南
海
・
中
部
・
九
州
・
関
東
で
震
災
が
起
き
た
こ
と
に
な
る
。
日
本
中
が
大
揺
れ
に
揺
れ
、
火
災
も
多
発
し
、
外
国
船
も
た
く
さ
ん
来
日
し
た
。
こ
れ
ら
被
害
の
回
復
の
た
め
に
幕
府
は
多
く
の
資
金
を
各
地
に
援
助
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
財
政
的
に
大
き
な
負
担
が
生
じ
た
。
幕
府
の
力
は
ま
す
ま
す
弱
り
、
そ
の
後
大
老
職
に
就
い
た
井
伊
直
弼
が
安
政
五
年
（
１
８
５
８
）
か
ら
反
対
勢
力
に
対
す
る
激
し
い
弾
圧
を
行
な
い
幕
府
延
命
を
図
る
も
、
地
震
で
有
力
指
導
者
を
失
け
い
ゆ
ひ
安
政
南
海
地
震
を
伝
え
る
松
茂
町
の
敬
渝
碑
に
つ
い
て
一
七
二
っ
た
水
戸
藩
で
は
内
部
抗
争
が
激
化
し
、
攘
夷
派
の
過
激
分
子
が
二
年
後
に
桜
田
門
外
で
直
弼
を
暗
殺
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
幕
府
の
権
力
は
地
に
落
ち
、
尊
皇
運
動
は
一
層
流
行
し
明
治
維
新
に
突
き
進
ん
で
い
く
こ
と
と
な
る
。
一
連
の
地
震
が
幕
府
の
寿
命
を
縮
め
、
明
治
維
新
を
早
め
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
自
然
災
害
は
時
に
国
家
体
制
に
ま
で
影
響
を
与
え
る
の
で
あ
る
。
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
も
事
態
は
似
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
特
に
原
子
力
発
電
所
事
故
の
影
響
は
大
き
く
、
今
後
の
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
大
き
な
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。
３
．
敬
渝
碑
の
内
容
に
つ
い
て
石
碑
は
高
さ
１
５
０

、
幅
１
３
２

、
厚
さ
１
８

。
台
石
は
高
さ
２
５

。
こ
れ
す
め
ら
ぎ
か
え
い
こ
う
い
ん
維
皇
嘉
永
甲
寅
年
維
皇
の
嘉
永
甲
寅
の
年
、
仲
冬
初
五
欲
天
仲
冬
初
五
、
く
れ
ん
と
欲
す
る
天
、
（
注
１
）
爾
山
鳴
地
大
震
く
つ
じ爾
山
鳴
り
、
地
大
い
に
震
え
、
（
注
２
）
ど
う
か
く
と
う
堂
閣
人
家
多
倒
堂
閣
人
家
、
多
く
倒
て
ん
す
。
こ
う
じ
ょ
う
へ
き
れ
つ
わ
黄
壌
襞
裂
水
沸
黄
壌
襞
裂
、
水
し
き
り
に
沸
き
、
ぼ
う
ろ
た
ち
ま
茅
廬
火
忽
燃
茅
廬
た
ん
と
う
、
火
忽
ち
燃
え
、
（
注
３
）
す
う
す
い
つ
紅
光
数
穂
衝
天
起
紅
光
数
穂
、
天
を
衝
き
て
起
き
、
か
い
ち
ょ
う
ゆ
う
き
ょ
う
そ
う
で
ん
み
な
ぎ
海
潮
湧
洶
漲
桑
田
海
潮
湧
洶
、
桑
田
に
漲
り
、
（
注
４
）
た
た
桑
田
既
見
湛
似
海
桑
田
既
に
見
る
、
湛
え
て
海
に
似
る
を
。
り
ょ
う
こ
く
あ
陵
谷
誰
疑
侑
変
遷
陵
谷
、
誰
か
変
遷
侑
る
を
疑
わ
ん
。
ま
ぬ
が
べ
火
也
水
也
或
可
免
火
や
水
や
、
或
い
は
免
る
可
し
。
た
だ
さ
よ
み
お
ち
い
唯
恐
地
裂
陥
黄
泉
唯
恐
る
、
地
裂
け
て
黄
泉
に
陥
る
か
と
。
こ
れ
き
こ
つ
加
旃
寒
威
肌
骨
旃
に
加
え
て
、
寒
威
肌
骨
を
は
り
さ
し
、
ふ
所
在
履
氷
又
臨
渕
所
在
氷
を
履
み
、
又
渕
に
臨
む
。
（
注
５
）
べ
未
然
之
事
無
可
待
未
然
の
事
、
待
つ
可
き
無
し
。
し
ょ
う
ね
つ
た
ち
ま
八
寒
焦
熱
忽
現
前
八
寒
・
焦
熱
、
忽
ち
前
に
現
わ
れ
、
（
注
６
）
と
う
と
う
き
わ
ま
れ
心
魂
蕩
蕩
進
退
谷
心
魂
蕩
蕩
、
進
退
谷
り
。
（
注
７
）
写
真
３
敬
渝
碑
拓
本
（
全
体
）
写
真
４
敬
渝
碑
拓
本
（
部
分
）
け
い
ゆ
ひ
安
政
南
海
地
震
を
伝
え
る
松
茂
町
の
敬
渝
碑
に
つ
い
て
一
七
三
た
と
う
よ
く
ま
た
縦
有
羽
翼
何
得
全
縦
い
羽
翼
有
る
と
も
、
何
ぞ
全
き
を
得
ん
や
。
ひ
き
ん
お
飛
禽
墜
地
走
獣
飛
禽
地
に
墜
ち
、
走
獣
つ
ま
ずく
。
ひ
る
が
え
た
お
め
く
ら
展
転
如
簸
僵
且
眩
展
転
簸
る
が
如
く
僵
れ
、
且
つ
眩
む
。
ふ
せ
し
と
ね
う
え
禦
寒
無
褥
饑
無
食
寒
を
禦
ぐ
に
褥
無
く
、
饑
て
食
無
し
。
あ
る
ち
く
ち
ゅ
う
ざ
の
ぼ
或
坐
竹
中
或
上
船
或
は
竹
中
に
坐
し
、
或
は
船
に
上
る
。
（
注
８
）
さ
か
ん
く
わ
い
よ
い
よ
ふ
る
火
熾
水
加
地
愈
震
火
熾
に
し
て
水
加
わ
り
、
地
愈
震
う
。
け
ん
よ
こ
れ
険
何
物
能
比
焉
か
ん
険
、
何
物
か
能
く
焉
に
比
せ
ん
や
。
（
注
９
）
そ
よ
う
や
厥
明
六
日
震
漸
小
厥
の
明
く
る
六
日
、
震
漸
く
小
に
し
て
、
や
や
人
意
稍
似
解
倒
懸
人
意
稍
倒
懸
を
解
く
に
似
た
り
。
へ
い
ふ
と
か
い
乗
敝
偶
有
語
恠
者
敝
に
乗
じ
て
偶
恠
を
語
る
者
有
り
、
か
げ
ん
一
口
訛
言
千
里
伝
一
口
の
訛
言
、
千
里
に
伝
い
、
（
注
１０
）
ま
ん
げ
ん
は
く
ろ
う
は
び
こ
漫
言
白
浪
滔
天
至
漫
言
・
白
浪
、
天
に
滔
り
至
る
。
（
注
１１
）
り
み
ん
じ
ょ
ひ
る
が
え
里
民
驚
乱
似
絮
翩
里
民
の
驚
乱
す
る
は
、
絮
の
翩
る
に
似
た
り
。
（
注
１２
）
た
す
た
ず
さ
な
み
は
か
扶
老
携
幼
擬
避
浪
老
を
扶
け
幼
を
携
え
て
、
浪
を
避
け
ん
と
擬
り
、
し
っ
ぴ
陸
続
望
山
櫛
比
連
陸
続
と
山
を
望
み
て
、
櫛
比
連
な
る
。
（
注
１３
）
も
ん
こ
と
ど
ま
門
戸
放
開
無
人
住
門
戸
放
ち
開
け
て
、
住
る
人
無
く
、
す
い
え
ん
千
村
萬
落
絶
炊
煙
千
村
萬
落
、
炊
煙
を
絶
す
。
し
だ
ん
ぼ
ん
じ
ょ
う
ほ
う
祠
壇
梵
場
及
培
祠
壇
梵
場
、
及
び
培
ろ
う
、
（
注
１４
）
う
ご
う
烏
合
集
幾
萬
千
烏
合
ぎ
し
ゅ
う集
、
幾
萬
千
。
び
し
ゅ
く
た
ん
し
ょ
く
ほ
ど
こ
糜
粥
摶
食
有
施
者
糜
粥
摶
食
、
施
す
者
有
り
、
（
注
１５
）
わ
ず
き
ち
ょ
う
す
く
ま
こ
と
あ
わ
れ
べ
僅
拯
飢
腸
真
可
憐
僅
か
に
飢
腸
を
拯
う
、
真
に
憐
む
可
し
。
あ
ゆ
め
ま
ぼ
ろ
し
在
山
数
日
如
夢
幻
山
に
在
る
こ
と
数
日
、
夢
幻
の
如
し
。
き
ょ
ぜ
ん
し
ょ
う
ご
か
え
遽
然
省
悟
初
得
還
遽
然
と
し
て
省
悟
し
、
初
め
て
還
る
を
得
た
り
。
（
注
１６
）
い
え
ど
け
い
き
雖
還
無
家
不
傾
危
還
る
と
雖
も
、
家
の
傾
危
せ
ざ
る
無
く
、
し
ゃ
そ
う
ち
ん
い
ぜ
ん
舎
草
枕
尚
依
然
ば
っ
舎
草
枕
、
尚
依
然
た
り
。
（
注
１７
）
み
そ
か
ま
た
十
二
月
晦
復
大
震
十
二
月
晦
、
復
大
い
に
震
え
、
（
注
１８
）
よ
し
ん
こ
な
お
や
ま
余
震
踰
年
猶
未
悛
余
震
年
を
踰
え
て
猶
未
だ
悛
ず
。
と
よ
そ
う
自
土
至
相
千
里
強
土
自
り
相
に
至
る
千
里
強
、
ぎ
ょ
ほ
沿
海
漁
浦
村
荘
沿
海
の
漁
浦
、
お
よ
び
村
荘
、
あ
こ
と
ご
と
し
る
漂
家
流
亡
豈
殫
記
漂
家
流
亡
、
豈
に
殫
く
記
せ
ん
や
。
く
だ
洋
中
商
船
摧
在
岡
洋
中
の
商
船
、
摧
け
て
岡
に
在
り
、
か
か
え
し
ょ
う
さ
ん
う
か
十
圍
松
杉
泛
海
十
圍
の
松
杉
、
ぬ
け
て
海
に
泛
ぶ
。
え
ん
さ
ん
す
ん
み
ち
か
た
わ
遠
三
駿
路
東
海
傍
遠
三
駿
の
路
、
東
海
の
傍
ら
、
こ
う
り
ょ
か
し
ょ
く
行
旅
三
日
不
火
食
行
旅
三
日
、
火
食
せ
ず
。
あ
湖
北
湖
南
諸
州
荒
湖
北
湖
南
、
諸
州
荒
れ
、
な
に
わ
か
ぞ
浪
華
船
死
以
千
数
浪
華
の
船
死
、
千
を
以
て
数
う
。
さ
ん
ぼ
う
失
家
失
資
多
散
亡
家
を
失
い
資
を
失
い
、
多
く
散
亡
す
。
ま
こ
と
か
な
ふ
し
ょ
う
信
哉
徳
必
勝
不
祥
信
な
る
哉
、
徳
は
必
ず
不
祥
に
勝
つ
は
。
こ
れ
ふ
う
な
い
惟
吾
封
内
少
死
傷
惟
吾
が
封
内
、
死
傷
少
な
し
。
ま
れ
い
た
と
か
く
ご
と
希
有
異
縦
如
此
希
に
し
異
有
る
と
も
、
縦
え
ば
此
の
如
し
。
（
注
１９
）
じ
ん
め
い
か
み
に
ん
仁
明
在
上
任
賢
良
仁
明
上
に
在
り
、
賢
良
を
任
じ
、
（
注
２０
）
ゆ
う
し
あ
ま
ね
し
ん
き
ゅ
う
有
司
普
行
賑
窮
恵
有
司
普
く
行
な
う
、
賑
窮
の
恵
み
は
、
（
注
２１
）
ぎ
ょ
ぐ
し
り
ょ
う
耕
具
漁
具
及
資
糧
耕
具
・
漁
具
及
び
資
糧
。
き
み
君
不
見
君
見
ず
や
、
（
注
２２
）
と
う
と
う
萬
国
東
頭
日
初
照
萬
国
の
東
頭
、
日
初
め
て
照
ら
す
、
（
注
２３
）
か
く
か
く
こ
う
し
ゅ
う
ふ
う
き
ょ
う
赫
赫
皇
州
神
封
彊
赫
赫
た
る
皇
州
、
神
の
封
彊
を
。
（
注
２４
）
ぜ
ん
か
ん
た
ま
あ
ら
神
賜
前
鑑
非
無
意
神
前
鑑
を
賜
う
意
無
き
に
し
も
非
ず
。
（
注
２５
）
は
ん
ら
く
た
い
ご
う
よ
わ
ざ
わ
か
も
般
楽
怠
敖
能
醸
殃
般
楽
怠
敖
、
能
く
殃
い
を
醸
す
。
（
注
２６
）
ち
ょ
う
ぎ
せ
ん
れ
い
朝
議
新
宣
安
政
令
朝
議
新
た
に
宣
す
、
安
政
の
令
、
（
注
２７
）
ち
ょ
う
か
い
し
ん
み
ん
こ
う
国
家
張
恢
親
民
綱
国
家
は
張
恢
す
、
親
民
の
綱
。
（
注
２８
）
が
い
て
い

悌
君
子
民
父
母

悌
の
君
子
は
、
民
の
父
母
な
り
、
（
注
２９
）
か
く
ず
か
ぎ
り
不
騫
不
崩
祝
無
量
騫
け
ず
崩
れ
ず
、
祝
う
に
量
無
し
。
へ
い
し
ん
や
ど
安
政
第
三
次
丙
辰
孟
春
上
元
日
安
政
第
三
、
し
は
丙
辰
に
次
る
、
じ
ょ
う
げ
ん
孟
春
上
元
の
日
、
（
注
３０
）
け
い
ゆ
ひ
安
政
南
海
地
震
を
伝
え
る
松
茂
町
の
敬
渝
碑
に
つ
い
て
一
七
四
むが
ん
か
ん
夢
巌
観
撰
文
並
書
夢
巌
観
撰
文
並
び
に
書
す
。
（
注
３１
）
に
い
け
ん
新
居
謙
篆
額
新
居
謙
篆
額
。
（
注
３２
）
三
木
与
吉
郎
光
治
建
三
木
与
吉
郎
光
治
建
つ
。
（
注
３３
）
ほ
石
工
桑
島
治
右
エ
門
鐫
石
工
桑
島
治
右
エ
門
鐫
る
。
注
（
１
）
嘉
永
甲
寅
…
嘉
永
七
年
、
旧
暦
の
１
８
５
４
年
十
一
月
五
日
は
新
暦
の
十
二
月
二
十
四
日
（
日
）
で
あ
る
。
温
暖
な
徳
島
と
は
い
え
、
寒
冷
な
時
期
に
起
き
た
地
震
で
あ
る
。
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
「
旧
暦
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
対
照
表
」
に
よ
る
）
（
２
）
爾
…
た
ち
ま
ち
。
（
３
）
茅
廬
…
茅
屋
が
く
ず
れ
落
ち
る
こ
と
。
（
４
）
湧
洶
…
湧
き
上
が
る
こ
と
。
（
５
）
所
在
…
い
た
る
と
こ
ろ
。
あ
ち
ら
こ
ち
ら
。
（
６
）
八
寒
…
八
種
類
の
寒
冷
地
獄
で
あ
る
八
寒
地
獄
を
指
す
。
八
種
類
と
は
次
の
通
り
。
・
部
陀
（
あ
ぶ
だ
）
地
獄
A
rbuda
八
寒
地
獄
の
第
一
。
寒
さ
の
あ
ま
り
鳥
肌
が
立
ち
、
身
体
に
あ
ば
た
を
生
じ
る
。
・
刺
部
陀
（
に
ら
ぶ
だ
）
地
獄
N
irarbuda
八
寒
地
獄
の
第
二
。
鳥
肌
が
潰
れ
、
全
身
に
あ
か
ぎ
れ
が
生
じ
る
。
・
听
陀
（
あ
た
だ
）
地
獄
A
tata
八
寒
地
獄
の
第
三
。
寒
さ
に
よ
っ
て
「
あ
た
た
」
と
い
う
悲
鳴
を
生
じ
る
の
が
、
名
前
の
由
来
。
・
婆
（
か
か
ば
）
地
獄
H
ahav
a
八
寒
地
獄
の
第
四
。
寒
さ
の
あ
ま
り
「
は
は
ば
」
と
い
う
悲
鳴
を
上
げ
る
。
・
虎
々
婆
（
こ
こ
ば
）
地
獄
H
uhuva
八
寒
地
獄
の
第
五
。「
ふ
ふ
ば
」
と
い
う
悲
鳴
を
上
げ
る
。
・
鉢
羅
（
う
ば
ら
）
地
獄
U
tpala
八
寒
地
獄
の
第
六
。
全
身
が
凍
傷
の
た
め
に
ひ
び
割
れ
、
青
い
蓮
の
よ
う
に
め
く
れ
上
が
る
事
か
ら
「
青
蓮
地
獄
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
・
鉢
特
摩
（
は
ど
ま
）
地
獄
Padm
a
意
訳
で
「
紅
蓮
地
獄
」
と
も
呼
ば
れ
る
八
寒
地
獄
の
第
七
。
鉢
特
摩
（
は
ど
ま
）
は
蓮
華
を
意
味
す
る
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
音
写
。
こ
こ
に
落
ち
た
者
は
酷
い
寒
さ
に
よ
り
皮
膚
が
裂
け
て
流
血
し
、
紅
色
の
蓮
の
花
に
似
る
と
い
う
。
・
摩
訶
鉢
特
摩
（
ま
か
は
ど
ま
）
地
獄
M
ahapadm
a
意
訳
で
「
大
紅
蓮
地
獄
」
と
も
呼
ば
れ
る
八
寒
地
獄
の
第
八
。
八
寒
地
獄
で
最
も
広
大
。
摩
訶
（
ま
か
）
は
大
を
意
味
す
る
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
音
写
。
こ
こ
に
落
ち
た
者
は
、
紅
蓮
地
獄
を
超
え
る
寒
さ
に
よ
り
体
が
折
れ
裂
け
て
流
血
し
、
紅
色
の
蓮
の
花
に
似
る
と
い
う
。
焦
熱
地
獄
…
殺
生
・
盗
み
・
邪
淫
・
飲
酒
・
妄
語
・
邪
見
の
者
が
落
ち
る
熱
地
獄
。
大
叫
喚
地
獄
の
下
に
位
置
し
、
そ
の
十
倍
の
苦
を
受
け
る
。
常
に
極
熱
で
焼
か
れ
焦
げ
る
。
赤
く
熱
し
た
鉄
板
の
上
で
、
ま
た
鉄
串
に
刺
さ
れ
て
、
ま
た
あ
る
者
は
目
・
鼻
・
口
・
手
足
な
ど
に
分
解
さ
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
炎
で
焼
か
れ
る
。
こ
の
焦
熱
地
獄
の
炎
に
比
べ
る
と
、
そ
れ
ま
で
の
地
獄
の
炎
も
雪
の
よ
う
に
冷
た
く
感
じ
ら
れ
る
と
い
う
。
（
７
）
蕩
蕩
…
心
が
定
ま
ら
な
い
さ
ま
。
（
８
）
坐
竹
中
…
日
本
の
昔
か
ら
の
言
い
伝
え
に
「
地
震
の
時
は
竹
林
に
逃
げ
込
め
」
と
あ
る
。
竹
は
地
下
に
根
を
張
り
巡
ら
し
、
地
割
れ
し
に
く
い
。
た
だ
し
こ
れ
は
平
地
で
の
話
で
、
傾
斜
地
で
は
竹
林
が
そ
の
ま
ま
地
滑
り
を
起
こ
し
、
か
え
っ
て
危
険
な
場
合
も
あ
る
。
（
９
）
険
…
連
悩
み
や
危
険
。
（
１０
）
訛
言
…
デ
マ
。
（
１１
）
白
浪
…
盗
賊
。
（
１２
）
絮
…
植
物
の
種
子
に
つ
い
た
柔
ら
か
い
綿
。
中
国
で
は
五
月
頃
に
一
斉
に
風
に
乗
っ
て
舞
い
飛
ぶ
柳
絮
（
り
ゅ
う
じ
ょ
）
が
、
風
物
詩
と
し
て
漢
詩
に
詠
み
込
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
。
（
１３
）
山
…
こ
の
時
、
松
茂
町
の
多
く
の
人
々
が
逃
げ
た
山
は
木
津
山
・
大
谷
山
で
あ
る
と
い
う
。（『
松
茂
町
誌
』
上
巻
）
櫛
比
…
櫛
の
歯
の
よ
う
に
ぎ
っ
し
り
立
ち
並
ぶ
こ
と
。
（
１４
）
祠
壇
梵
場
…
神
社
仏
閣
。
培
…
小
高
い
丘
。
（
１５
）
糜
粥
摶
食
…
薄
い
粥
と
握
り
飯
。
（
１６
）
遽
然
…
あ
わ
て
う
ろ
た
え
る
こ
と
。
（
１７
）
舎
…
野
宿
す
る
こ
と
。
（
１８
）
十
二
月
晦
…
旧
暦
の
１
８
５
４
年
十
二
月
末
日
は
三
十
日
で
、
新
暦
の
二
月
十
六
日
（
金
）
で
あ
る
。
注
１
と
同
様
の
サ
イ
ト
）
（
１９
）
異
…
災
厄
異
変
。
（
２０
）
上
…
こ
の
当
時
の
徳
島
藩
主
は
第
十
三
代
の
蜂
須
賀
斉
裕
で
あ
る
。
蜂
須
賀
斉
裕
（
は
ち
す
か
な
り
ひ
ろ
）
け
い
ゆ
ひ
安
政
南
海
地
震
を
伝
え
る
松
茂
町
の
敬
渝
碑
に
つ
い
て
一
七
五
…
文
政
四
〜
明
治
元
（
１
８
２
１
〜
６
８
）
四
十
八
歳
江
戸
城
で
生
ま
れ
た
。
十
一
代
将
軍
徳
川
家
斉
の
第
二
十
二
子
。
幼
名
は
松
菊
、
号
は
翼
斎
・
橘
堂
。
文
政
十
年
（
１
８
２
７
）、
蜂
須
賀
斉
昌
の
養
子
と
な
り
、
徳
島
藩
江
戸
屋
敷
に
入
る
。
襲
封
し
て
十
三
代
藩
主
と
な
っ
て
か
ら
江
戸
城
火
災
が
起
き
て
修
復
費
を
献
じ
、
藩
士
の
禄
三
割
を
削
り
贅
沢
を
禁
じ
た
。
嘉
永
三
年
（
１
８
５
０
）、
高
畠
耕
斎
を
招
い
て
医
師
学
問
所
蘭
学
教
授
と
し
西
洋
医
学
を
教
え
さ
せ
た
。
黒
船
来
航
で
は
江
戸
鉄
砲
洲
・
佃
島
の
防
備
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
以
来
、
海
防
・
兵
制
に
力
を
入
れ
、
英
国
式
教
練
を
採
用
、
淡
路
の
由
良
・
岩
屋
に
砲
台
を
築
い
た
。
ま
た
江
戸
藩
邸
に
長
久
館
を
開
設
し
、
文
武
向
上
を
は
か
っ
た
。
幕
府
陸
海
軍
総
裁
・
京
都
守
衛
に
出
兵
後
は
寺
島
に
洋
学
校
を
創
設
、
井
出
三
洋
に
蘭
学
を
教
授
さ
せ
た
。
徳
川
家
の
血
筋
で
あ
る
と
共
に
天
皇
か
ら
も
篤
く
信
頼
さ
れ
て
お
り
、
佐
幕
と
勤
皇
の
間
で
心
労
を
重
ね
た
。
斉
裕
は
パ
ー
ク
ス
配
下
の
イ
ギ
リ
ス
人
外
交
官
ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
の
『
英
国
策
論
』
の
日
本
語
訳
を
日
本
で
最
初
に
読
ん
だ
人
物
で
、
慶
応
三
年
（
１
８
６
７
）
に
イ
ギ
リ
ス
の
バ
シ
リ
ス
ク
号
を
徳
島
に
寄
港
さ
せ
て
歓
迎
会
を
催
し
て
い
る
。
こ
の
碑
が
で
き
た
時
は
三
十
六
歳
で
あ
っ
た
。
（
２１
）
有
司
…
官
吏
。
（
２２
）
君
不
見
…
詩
を
読
ん
で
い
る
人
に
向
か
っ
て
注
意
を
促
す
言
葉
。
あ
な
た
、
ご
覧
な
さ
い
。
白
楽
天
の
漢
詩
に
用
法
が
あ
る
。
（
２３
）
東
頭
…
東
の
先
端
の
地
。
（
２４
）
赫
赫
…
光
り
輝
く
こ
と
。
（
２５
）
非
無
…
漢
文
の
二
重
否
定
で
、「
〜
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
」
と
読
み
、
〜
な
い
わ
け
で
は
な
い
、
と
い
う
意
味
に
な
る
。
（
２６
）
般
楽
怠
敖
…
遊
び
楽
し
み
、
怠
り
驕
る
こ
と
。
（
２７
）
朝
議
…
朝
廷
の
会
議
。
こ
の
時
の
天
皇
は
孝
明
天
皇
で
あ
る
。
孝
明
天
皇
（
こ
う
め
い
て
ん
の
う
）
…
天
保
二
〜
慶
応
二
（
１
８
３
１
〜
６
６
）
三
十
六
歳
名
は
統
仁
、
幼
称
は
熙
宮
、
号
は
此
花
・
天
渕
。
仁
孝
天
皇
の
第
四
皇
子
。
天
保
十
一
年
、
立
太
子
。
弘
化
三
年
（
１
８
４
６
）
践
祚
。
同
四
年
即
位
。
在
位
二
十
年
間
。
幕
末
の
尊
皇
攘
夷
・
通
商
条
約
・
公
武
合
体
論
等
、
内
憂
外
患
・
国
事
多
難
の
時
で
、
そ
の
著
作
・
消
息
か
ら
心
労
の
様
が
う
か
が
え
る
。
古
典
に
関
心
を
持
ち
、
歌
文
に
堪
能
だ
っ
た
。
妹
の
和
宮
が
幕
府
に
降
嫁
し
た
。
こ
の
碑
が
で
き
た
時
は
二
十
六
歳
で
あ
っ
た
。
安
政
…
嘉
永
七
年
に
は
外
国
船
来
航
や
地
震
・
火
災
と
い
っ
た
凶
事
が
多
発
し
、
国
威
が
低
下
し
た
の
で
人
心
の
一
新
・
国
家
の
安
泰
を
願
っ
て
、
十
一
月
二
十
七
日
に
年
号
を
「
安
政
」
に
変
え
た
。
（
２８
）
張
恢
…
大
い
に
広
め
る
こ
と
。
親
民
綱
…
儒
学
の
『
大
学
』
の
書
で
言
う
三
綱
の
一
つ
で
あ
る
「
親
民
の
綱
」（
為
政
者
が
民
に
親
し
む
こ
と
を
大
切
に
す
る
道
徳
）
（
２９
）

悌
…
和
ら
ぎ
楽
し
む
こ
と
。
（
３０
）
孟
春
上
元
…
旧
暦
の
正
月
十
五
日
。
上
元
節
と
い
い
、
粥
を
作
っ
て
門
戸
を
祭
る
。
夜
は
元
夜
と
い
い
、
家
々
に
提
灯
を
つ
り
、
人
々
は
そ
れ
を
見
て
歩
く
。
（
３１
）
夢
巌
（
む
が
ん
）
…
寛
政
五
〜
明
治
六
（
１
７
９
３
〜
１
８
７
３
）
八
十
一
歳
三
木
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
呑
海
寺
の
第
十
世
住
職
。
名
は
観
・
浄
観
・
静
観
。
文
化
十
二
年
（
１
８
１
５
）、
こ
の
寺
で
得
度
し
、
嘉
永
四
年
（
１
８
５
１
）
住
職
と
な
り
、
寺
を
中
興
し
た
。
呑
海
寺
は
春
日
神
社
に
隣
接
し
、
江
戸
時
代
に
は
神
仏
混
淆
で
あ
っ
た
の
で
、
神
社
の
経
営
に
も
関
係
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
大
変
美
し
い
楷
書
を
書
い
た
。
墓
は
呑
海
寺
に
あ
る
。
こ
の
碑
を
撰
書
し
た
の
は
夢
巌
が
呑
海
寺
の
住
職
に
な
っ
て
か
ら
六
年
目
、
六
十
四
歳
の
時
で
あ
る
。
（
３２
）
新
居
謙
（
に
い
け
ん
）
…
文
化
十
〜
明
治
三
（
１
８
１
３
〜
７
０
）
五
十
七
歳
徳
島
藩
士
、
新
居
春
洋
の
長
子
と
し
て
富
田
中
屋
敷
で
生
ま
れ
る
。
幼
名
は
謙
・
百
太
郎
。
通
称
は
与
一
助
。
字
は
受
益
、
号
は
水
竹
・
成
園
。
初
め
父
春
洋
に
学
び
、
さ
ら
に
柴
野
碧
海
・
那
波
鶴
峰
・
巌
本
贅
庵
・
鉄
復
堂
に
学
び
、
大
阪
で
篠
崎
小
竹
に
学
ぶ
。
文
政
九
年
（
１
８
２
６
）
料
理
方
見
習
で
仕
官
し
、
天
保
九
年
（
１
８
３
８
）
父
の
死
で
家
督
相
続
し
た
。
十
二
代
藩
主
蜂
須
賀
斉
昌
は
水
竹
を
「
唐
人
」
と
呼
ん
で
重
用
し
政
治
に
関
す
る
進
言
を
し
ば
し
ば
採
用
し
た
。
嘉
永
三
年
（
１
８
５
０
）
斉
昌
に
随
行
し
て
江
戸
に
行
き
、
昌
平
黌
で
古
賀
謹
堂
・
佐
藤
一
斎
・
安
積
艮
斎
・
大
槻
盤
渓
・
大
沼
枕
山
な
ど
に
学
ん
だ
。
同
年
に
は
徳
島
の
出
来
島
に
邸
を
賜
い
そ
こ
に
小
心
塾
を
開
い
た
。
安
政
四
年
（
１
８
５
７
）
に
は
肺
結
核
の
療
養
で
京
都
に
滞
在
し
、
そ
の
間
に
貫
名
菘
翁
・
家
里
松

・
斎
藤
拙
堂
・
土
井
牙
ら
諸
名
家
と
交
流
し
た
。
帰
藩
後
の
安
政
六
年
（
１
８
５
９
）
十
三
代
藩
主
斉
裕
の
侍
講
と
な
り
、
翌
年
に
は
世
子
茂
韶
の
侍
講
を
経
て
藩
の
儒
官
と
な
っ
た
。
茂
韶
に
従
っ
て
京
都
に
上
り
、
尊
攘
派
と
し
て
活
躍
し
た
が
、
文
久
三
年
（
１
８
６
３
）
八
月
十
八
日
の
政
変
に
遭
い
、
池
田
の
郷
学
校
に
左
遷
さ
れ
る
。
明
治
二
年
写真５ 新居水竹
け
い
ゆ
ひ
安
政
南
海
地
震
を
伝
え
る
松
茂
町
の
敬
渝
碑
に
つ
い
て
一
七
六
（
１
８
６
９
）
徳
島
藩
校
長
久
館
の
学
頭
と
な
っ
て
多
く
の
後
進
を
育
て
た
が
、
三
年
、
庚
午
事
変
の
責
任
を
と
り
切
腹
し
た
。
詩
を
よ
く
し
、
徳
島
藩
の
多
く
の
石
碑
の
揮
毫
を
し
て
い
る
。
著
に
『
水
竹
居
詩
鈔
』『
水
竹
居
日
記
』『
百
漁
詩
稿
』。
墓
は
東
京
三
田
の
明
王
院
と
徳
島
二
軒
屋
の
潮
見
寺
の
二
ヶ
所
に
あ
る
。
敬
渝
碑
の
篆
額
を
書
い
た
の
は
、
水
竹
が
昌
平
黌
で
の
勉
強
か
ら
戻
っ
て
自
宅
に
塾
を
開
い
て
七
年
目
、
学
者
と
し
て
も
地
位
を
確
立
し
つ
つ
あ
っ
た
四
十
四
歳
の
時
で
あ
る
。
写真６ 新居水竹揮毫
陰徳倉碑（１８５９年）
拓本（部分）
（
３３
）
三
木
与
吉
郎
光
治
（
み
き
よ
き
ち
ろ
う
こ
う
じ
）
…
文
化
五
〜
明
治
十
八
（
１
８
０
８
〜
８
５
）
七
十
八
歳
板
野
郡
松
茂
町
中
喜
来
の
人
。
幼
名
は
吉
次
郎
、
名
は
光
治
、
通
称
は
与
吉
郎
、
号
は
志
成
。
三
木
家
第
九
世
。
八
世
政
治
（
号
は
奇
桂
）
の
子
。
藍
商
三
木
家
の
家
業
の
他
、
父
の
感
化
で
俳
句
を
嗜
ん
だ
。
天
保
二
年
（
１
８
３
１
）、
江
戸
の
月
並
句
集
『
春
乱
題
句
集
』
に
二
句
掲
載
。
徳
島
の
閑
日
庵
応
吏
（
か
ん
じ
つ
あ
ん
お
う
り
・
大
瀧
山
に
そ
の
建
設
に
な
る
句
碑
が
二
基
あ
る
）
に
俳
句
を
学
ぶ
。
句
に
「
植
え
替
え
し
松
に
澄
み
け
り
け
ふ
の
月
」。
天
保
十
一
年
（
１
８
４
０
）
庄
屋
と
な
り
、
職
に
あ
る
こ
と
三
十
年
で
大
庄
屋
に
進
み
、
安
政
四
年
（
１
８
５
７
）
小
高
取
郷
士
と
な
る
。
多
く
の
山
林
・
土
地
を
購
入
開
拓
し
、
実
業
に
活
躍
し
財
政
面
を
大
成
し
た
。
観
音
を
深
く
信
仰
し
た
父
の
遺
志
に
従
い
、
村
中
に
浅
草
観
音
堂
を
開
創
し
、
ま
た
大
国
主
の
神
祠
を
建
て
た
。
最
初
の
妻
は
瀬
尾
氏
か
ら
来
て
四
男
二
女
を
生
む
が
先
に
歿
し
、
継
室
の
伊
澤
氏
が
一
男
三
女
を
生
ん
だ
。
長
子
の
宗
太
郎
が
後
を
嗣
ぎ
十
世
正
貢
（
号
は
菁
里
）
と
な
っ
た
が
文
久
元
年
（
１
８
６
１
）
に
三
十
歳
で
亡
く
な
り
、
次
子
の
宇
次
郎
は
出
て
山
田
氏
を
嗣
ぎ
、三
子
の
助
三
郎
順
治
が
十
一
世
と
な
り
貴
族
院
議
員
と
な
り
、孫
に
衆
議
院
・
貴
族
院
議
員
の
康
治
が
い
る
。
敬
渝
碑
を
建
立
し
た
の
は
大
庄
屋
に
な
っ
て
か
ら
七
年
目
、
四
十
九
歳
の
時
で
あ
る
。
呑
海
寺
の
三
木
家
墓
地
に
葬
ら
れ
た
。
写
真
は
墓
碑
。
撰
書
は
息
子
で
十
一
世
の
順
治
。
※
な
お
、
こ
の
漢
詩
は
、
最
初
か
ら
四
十
四
句
目
ま
で
は
偶
数
句
末
尾
を
す
べ
て
発
音
が
「en
」
で
終
わ
る
漢
字
で
韻
を
踏
み
、
主
と
し
て
嘉
永
七
年
十
一
月
の
徳
島
の
地
震
の
状
況
に
つ
い
て
述
べ
、
以
後
、
最
終
句
ま
で
は
偶
数
句
末
尾
を
す
べ
て
発
音
が
「o
u
」
で
終
わ
る
漢
字
で
韻
を
踏
ん
で
、
翌
年
の
状
況
や
他
地
域
の
状
況
、
地
震
後
の
行
政
の
対
応
お
よ
び
総
括
的
な
内
容
を
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
韻
を
守
る
た
め
に
、
あ
え
て
熟
語
を
転
倒
さ
せ
て
使
っ
て
い
る
部
分
も
あ
る
。
か
な
り
高
度
な
七
言
古
詩
と
言
え
る
。
現
代
語
訳
う
や
ま
「
自
然
が
変
化
す
る
こ
と
を
敬
い
怖
れ
る
碑
」
こ
れ
は
嘉
永
七
年
（
１
８
５
４
）、
旧
暦
の
十
一
月
五
日
、
日
が
暮
れ
よ
う
と
す
る
時
間
帯
の
こ
と
で
あ
る
。
急
に
山
が
鳴
っ
て
地
が
大
き
く
震
え
て
、
建
物
・
人
家
が
多
く
倒
れ
た
。
大
地
が
割
れ
て
水
が
し
き
り
に
湧
き
出
し
、
か
や
ぶ
き
の
家
々
が
つ
ぶ
れ
て
火
が
た
ち
ま
ち
燃
え
上
が
り
、
火
炎
の
光
が
穂
の
形
に
な
っ
て
数
本
天
を
突
き
あ
げ
る
よ
う
に
起
き
、
海
の
潮
が
湧
き
上
が
り
津
波
と
な
っ
て
桑
畑
に
み
な
ぎ
っ
た
。
桑
畑
が
既
に
海
の
よ
う
に
な
れ
ば
、
丘
と
谷
に
は
変
遷
が
あ
る
こ
と
を
誰
が
疑
お
う
か
。
火
や
水
か
ら
は
或
い
は
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
恐
れ
る
の 写真７ 三木与吉郎光治墓碑
け
い
ゆ
ひ
安
政
南
海
地
震
を
伝
え
る
松
茂
町
の
敬
渝
碑
に
つ
い
て
一
七
七
は
、
地
が
裂
け
て
黄
泉
（
よ
み
）
の
世
界
に
落
ち
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
さ
ら
に
厳
し
い
寒
さ
が
肌
や
骨
に
針
を
刺
す
よ
う
に
襲
い
か
か
り
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
氷
を
踏
ん
だ
り
、
ま
た
地
の
裂
け
目
に
水
が
た
ま
っ
て
深
い
渕
に
な
る
の
を
見
た
り
し
た
。い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
、
あ
ら
か
じ
め
待
つ
こ
と
は
で
き
な
い
。
八
寒
地
獄
と
焦
熱
地
獄
が
た
ち
ま
ち
眼
の
前
に
現
わ
れ
る
よ
う
で
、
心
と
魂
が
定
ま
ら
ず
進
退
に
極
ま
っ
て
し
ま
う
。
も
し
翼
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
ど
う
し
て
安
全
で
あ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
空
を
飛
ぶ
鳥
も
地
に
落
ち
、
地
を
走
る
獣
も
つ
ま
ず
き
こ
ろ
び
、
こ
ろ
が
る
よ
う
に
倒
れ
、
目
が
回
る
。
寒
さ
を
防
ぐ
に
も
蒲
団
が
な
く
、
お
腹
が
す
い
て
も
食
べ
物
が
な
い
。
あ
る
者
は
竹
林
の
中
に
坐
り
、
あ
る
者
は
船
に
上
が
っ
た
。
火
が
盛
ん
に
燃
え
、
水
が
増
し
、
大
地
は
ま
す
ま
す
震
え
た
。
世
の
中
の
ど
ん
な
悩
み
や
危
険
も
、
こ
の
恐
ろ
し
さ
に
比
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
明
く
る
六
日
、地
震
は
よ
う
や
く
小
さ
く
な
り
、こ
の
時
の
人
々
の
気
持
ち
は
、
ま
る
で
「
逆
さ
吊
る
し
の
刑
か
ら
解
放
さ
れ
た
感
じ
」
だ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
社
会
の
衰
え
に
乗
じ
て
、
ふ
と
お
か
し
な
こ
と
を
語
る
者
が
あ
り
、
そ
の
一
言
の
う
そ
偽
り
が
千
里
に
伝
達
し
て
デ
マ
と
な
り
、
ま
た
盗
賊
が
世
の
中
に
は
び
こ
っ
た
。
里
人
た
ち
は
驚
き
乱
れ
、
植
物
の
種
子
に
つ
い
た
綿
が
ひ
る
が
え
り
飛
ぶ
よ
う
に
ふ
わ
ふ
わ
と
心
が
不
安
定
に
な
り
、
老
人
を
助
け
幼
児
を
抱
い
て
、
津
波
を
避
け
よ
う
と
し
て
、
続
々
と
山
に
向
か
っ
て
連
な
っ
て
歩
い
た
。
門
の
戸
を
開
け
放
っ
て
逃
げ
、
家
に
留
ま
る
人
は
お
ら
ず
、
多
く
の
集
落
で
は
煮
炊
き
の
煙
も
絶
え
た
。
神
社
仏
閣
お
よ
び
小
さ
な
丘
に
は
、
多
く
の
、
秩
序
な
き
群
衆
が
集
ま
っ
た
。
こ
こ
に
薄
い
粥
や
握
り
飯
を
施
す
者
が
あ
り
、
わ
ず
か
に
人
々
の
飢
餓
を
救
っ
た
の
は
い
じ
ら
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
山
に
避
難
し
て
い
た
数
日
間
は
ま
る
で
夢
や
幻
の
中
に
い
る
よ
う
な
感
じ
だ
っ
た
が
、
ふ
と
省
み
て
よ
う
や
く
我
に
か
え
り
、
初
め
て
家
に
戻
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
帰
る
と
は
い
っ
て
も
、
す
べ
て
の
家
は
傾
い
て
危
険
で
あ
っ
た
の
で
、
家
に
泊
ま
れ
ず
に
、
野
宿
し
て
草
を
枕
に
寝
て
、
山
に
避
難
し
て
い
る
時
と
何
の
変
わ
り
も
な
か
っ
た
。
旧
暦
の
十
二
月
三
十
日
、
ま
た
大
き
な
地
震
が
あ
り
、
余
震
は
年
が
変
わ
っ
て
も
ま
だ
止
ま
ら
な
か
っ
た
。
土
佐
よ
り
相
模
に
至
る
太
平
洋
の
長
い
沿
岸
の
漁
村
や
集
落
で
、
あ
ま
り
に
多
く
の
家
が
流
さ
れ
無
く
な
っ
た
の
を
、
ど
う
し
て
す
べ
て
記
録
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
海
上
の
商
船
は
破
壊
さ
れ
て
陸
に
乗
り
上
げ
、
周
囲
を
十
人
で
抱
え
る
よ
う
な
大
木
の
松
や
杉
も
、
根
ご
と
抜
け
て
海
に
浮
か
ん
だ
。
遠
江
・
三
河
・
駿
河
（
静
岡
県
か
ら
愛
知
県
）
の
東
海
道
を
旅
ゆ
く
こ
と
三
日
間
、
火
を
使
っ
た
食
事
は
一
切
で
き
ず
、
琵
琶
湖
の
北
も
南
も
諸
地
域
が
荒
廃
し
て
い
て
、
大
阪
で
亡
失
し
た
船
は
千
艘
を
数
え
た
。
家
を
失
い
、
財
貨
を
失
い
、
多
く
の
人
々
は
離
散
し
行
方
不
明
と
な
っ
た
。
で
も
、
本
当
の
こ
と
な
の
だ
な
あ
。
徳
が
必
ず
不
幸
に
勝
つ
と
い
う
の
は
。
な
ん
と
、
わ
が
徳
島
藩
の
領
内
で
は
死
傷
者
が
た
い
へ
ん
少
な
か
っ
た
の
だ
。
ま
れ
に
災
厄
や
異
変
が
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
、
例
え
ば
先
ほ
ど
述
べ
た
こ
と
ぐ
ら
い
だ
っ
た
。
上
に
慈
愛
輝
く
為
政
者
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、
賢
く
良
い
役
人
を
任
命
し
、
そ
の
役
人
た
ち
は
す
べ
て
の
人
に
救
済
事
業
を
行
な
い
、
耕
作
道
具
・
漁
具
、
お
よ
び
財
貨
・
食
糧
を
恵
ま
れ
た
。
あ
な
た
、
ご
覧
な
さ
い
。
万
国
の
東
の
先
端
に
あ
っ
て
、
太
陽
が
世
界
で
最
も
早
く
照
ら
し
、
光
輝
く
皇
国
で
あ
る
、
こ
の
神
の
領
域
、
日
本
国
を
。
今
回
の
こ
の
災
害
は
、
神
が
お
与
え
に
な
っ
た
「
教
訓
」
の
意
味
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
あ
ま
り
に
遊
び
ほ
う
け
て
い
て
、
や
る
べ
き
こ
と
を
怠
け
、
驕
り
高
ぶ
る
こ
と
は
、
必
ず
災
い
を
醸
成
す
る
も
の
な
の
だ
よ
。
朝
廷
は
会
議
し
て
新
た
に
宣
言
さ
れ
た
。
新
し
い
年
号
「
安
政
」
の
政
令
を
。
こ
の
国
家
は
、
為
政
者
が
民
に
親
し
む
こ
と
を
大
切
に
す
る
道
徳
を
大
い
に
広
め
た
。
和
ら
ぎ
楽
し
む
君
子
は
、
人
民
の
父
母
的
存
在
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
欠
け
る
こ
と
も
崩
れ
る
こ
と
も
な
い
。
こ
れ
を
祝
福
す
る
こ
と
は
、
は
か
り
し
れ
な
い
。
安
政
三
年
（
１
８
５
６
）
丙
辰
（
ひ
の
え
た
つ
）
の
歳
の
旧
暦
の
一
月
十
五
日
、
け
い
ゆ
ひ
安
政
南
海
地
震
を
伝
え
る
松
茂
町
の
敬
渝
碑
に
つ
い
て
一
七
八
写真８ 方広山呑海寺
写真９ 聯芳塔
写真１０ 台石の刻字部分
写真１１ 聯芳塔台石拓本（部分）
夢
巌
浄
観
が
文
章
を
作
っ
て
揮
毫
し
、
新
居
水
竹
が
篆
額
を
揮
毫
し
た
。
三
木
与
吉
郎
光
治
が
碑
を
建
設
し
、
石
工
で
あ
る
桑
島
治
右
エ
門
が
彫
っ
た
。
４
．
聯
芳
塔
に
つ
い
て
呑
海
寺
境
内
に
「
聯
芳
塔
」
と
刻
し
た
無
縫
塔
が
あ
る
。
塔
身
の
下
に
あ
る
円
柱
形
の
台
石
に
墓
誌
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
敬
渝
碑
の
撰
書
者
で
あ
る
夢
巌
の
履
歴
に
関
し
て
は
、
川
田
住
職
の
ご
協
力
で
寺
の
過
去
帳
に
あ
る
内
容
を
前
記
し
た
が
、
こ
の
地
は
水
害
に
何
度
か
遭
っ
て
よ
り
詳
し
い
資
料
は
流
さ
れ
て
し
ま
い
、
そ
の
他
の
関
連
資
料
は
こ
の
墓
誌
だ
け
と
い
う
。
厚
く
苔
む
し
て
刻
字
が
読
み
に
く
か
っ
た
の
で
、
苔
を
掃
い
拓
本
を
採
っ
て
内
容
を
確
認
し
た
。
尚
、
刻
字
さ
れ
て
い
る
円
柱
の
台
石
は
高
さ
２
８

、
直
径
４
５

、
刻
字
部
分
の
幅
は
１
１
０

、
一
行
８
文
字
、
２
０
行
で
あ
る
。
原
文
聯
芳
塔
特
賜
大
悲
妙
感
禅
師
法
嗣
、
夢
巌
座
元
住
方
廣
山
、
造
立
無
縫
塔
於
其
山
、
歛
先
師
設
利
、
以
為
傳
法
初
祖
焉
。
且
嘗
云
、
承
嗣
禅
師
之
法
而
住
此
山
者
、
願
同
寿
域
師
資
壹
塔
共
待
龍
華
之
春
矣
。
一
日
来
予
曰
、
塔
既
成
然
猶
未
安
名
、
請
塔
号
於
予
焉
。
予
聞
之
以
為
。
蓋
是
欲
聯
禅
師
之
余
芳
以
傳
后
昆
者
矣
哉
。
余
亦
有
不
可
辞
之
緑
。
因
命
之
謂
聯
芳
塔
爾
。
慶
応
三
丁
卯
孟
春
、
現
龍
音
賜
紫
沙
門
大
震
誌
焉
。
法
孫
武
玄
嶺
謹
書
。
書
き
下
し
文
れ
ん
ほ
う
と
う
聯
芳
塔
と
く
し
ぜ
ん
じ
は
っ
す
む
が
ん
ざ
げ
ん
特
賜
大
悲
妙
感
禅
師
（
注
１
）
の
法
嗣
、
夢
巌
座
元
（
注
２
）、
方
広
山
（
注
３
）
に
じ
ゅ
う
む
ほ
う
と
う
ぞ
う
り
ゅ
う
も
う
り
あ
つ
住
し
、
其
の
山
に
無
縫
塔
（
注
４
）
を
造
立
し
、
先
師
の
設
け
し
利
を
歛
め
て
以
て
で
ん
ぽ
う
し
ょ
そ
か
つ
い
わ
つ
伝
法
初
祖
（
注
５
）
と
為
す
。
且
つ
嘗
て
云
く
、「
禅
師
の
法
を
承
け
嗣
ぎ
此
の
山
に
じ
ゅ
い
き
し
り
ゅ
う
げ
住
せ
し
者
は
、
寿
域
（
注
６
）
を
師
と
同
じ
く
し
一
塔
を
資
し
て
共
に
龍
華
の
春
を
ま
い
ち
じ
つ
き
た
よ
い
わ
待
つ
こ
と
を
願
わ
ん
。（
注
７
）」
と
。
一
日
来
り
て
予
に
つ
げ
て
曰
く
、「
塔
は
既
に
な
い
ま
あ
ん
め
い
成
り
、
然
れ
ど
も
猶
お
未
だ
安
名
（
注
８
）
は
や
す
ん
ぜ
ず
。」
と
、
予
に
塔
号
を
請
う
。
こ
れ
け
だ
つ
ら
よ
ほ
う
こ
う
こ
ん
予
之
を
聞
き
て
以
て
為
す
。
蓋
し
是
聯
な
る
禅
師
の
余
芳
（
注
９
）
以
て
后
昆
（
注
１０
）
べ
え
ん
よ
に
伝
え
ん
と
欲
す
る
者
な
ら
ん
や
。
余
亦
辞
す
可
か
ら
ざ
る
縁
有
り
、
因
り
て
之
に
命
ず
る
に
「
聯
芳
塔
」
と
謂
う
の
み
。
り
ゅ
う
お
ん
し
し
だ
い
し
ん
慶
応
三
、
丁
卯
孟
春
（
注
１１
）
現
龍
音
（
注
１２
）
賜
紫
沙
門
大
震
（
注
１３
）
誌
す
。
げ
ん
れ
い
つ
つ
し
法
孫
武
玄
嶺
（
注
１４
）
謹
み
て
書
す
。
け
い
ゆ
ひ
安
政
南
海
地
震
を
伝
え
る
松
茂
町
の
敬
渝
碑
に
つ
い
て
一
七
九
注（
１
）
特
賜
大
悲
妙
感
禅
師
…
玉
澗
元
寔
の
こ
と
。
玉
澗
（
ぎ
ょ
っ
か
ん
）
…
明
和
八
〜
安
政
三
（
１
７
７
１
〜
１
８
５
６
）
八
十
六
歳
京
都
の
出
身
。
名
は
元
寔
（
げ
ん
ぜ
）、
号
は
半
偈
斎
（
は
ん
げ
さ
い
）。
十
六
歳
で
詩
を
岡
魯
庵
に
、
文
を
大
興
に
学
ぶ
。
二
十
歳
で
備
中
の
大
雲
、
武
州
の
俄
山
、
京
都
の
隠
山
の
下
で
修
業
し
た
。
錬
修
十
余
年
、
徳
島
助
任
の
興
源
寺
に
来
て
主
僧
と
な
り
、
僧
に
文
学
を
教
え
た
。
禅
林
の
双
璧
と
讃
え
ら
れ
全
国
的
に
阿
波
禅
と
し
て
有
名
に
な
り
、
集
ま
る
僧
は
数
百
人
を
数
え
た
。
文
名
も
高
く
、
詩
文
・
書
を
よ
く
し
琴
を
弾
じ
た
。
特
に
七
言
律
詩
に
巧
み
で
、
古
賀
精
里
・
篠
崎
小
竹
・
斎
藤
竹
堂
ら
と
親
交
が
あ
っ
た
。
（
２
）
座
元
…
禅
宗
で
出
家
得
度
し
、
立
身
し
た
者
の
法
階
を
指
す
。
（
３
）
方
広
山
…
呑
海
寺
の
山
号
。
呑
海
寺
は
、
徳
島
県
板
野
郡
松
茂
町
中
喜
来
牛
飼
野
東
越
２１
に
あ
り
、
臨
済
宗
妙
心
寺
派
の
寺
院
。
文
禄
二
年
（
１
５
９
３
）
見
性
寺
よ
り
才
叔
が
移
住
し
て
創
建
し
た
。
松
茂
町
の
有
名
な
藍
商
三
木
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
。
播
磨
三
木
城
の
別
所
長
治
が
天
正
八
年
（
１
５
８
０
）
に
豊
臣
秀
吉
に
攻
め
ら
れ
自
刃
し
、
そ
の
一
族
の
別
所
規
治
が
再
起
を
図
る
も
果
た
せ
ず
に
阿
波
板
野
郡
中
喜
来
の
こ
の
地
に
逃
れ
て
、
稲
田
氏
配
下
の
舟
師
と
な
り
、
大
阪
の
陣
で
武
功
を
挙
げ
三
木
与
吉
郎
を
名
乗
る
。
二
世
高
治
か
ら
は
藍
商
と
し
て
活
躍
し
、
歴
代
奮
励
し
て
、
明
治
以
降
も
政
財
界
を
リ
ー
ド
し
現
在
に
至
る
。
（
４
）
無
縫
塔
…
卵
形
の
塔
身
の
下
に
蓮
座
・
受
台
・
八
角
竿
石
・
基
台
な
ど
を
積
み
重
ね
た
塔
。
お
も
に
僧
侶
の
墓
と
し
て
建
て
ら
れ
る
。
卵
形
塔
身
に
縫
い
目
が
な
い
（
一
つ
の
石
だ
け
で
構
成
さ
れ
て
い
る
）
こ
と
か
ら
無
縫
塔
の
名
が
あ
る
。
（
５
）
伝
法
初
祖
…
新
し
い
仏
法
を
伝
え
る
初
め
て
の
僧
。
こ
の
場
合
は
、
白
隠
の
法
統
を
阿
波
に
持
っ
て
き
た
玉
澗
を
指
す
。
白
隠
は
日
本
臨
済
宗
の
中
興
と
さ
れ
て
い
る
。
（
６
）
寿
域
…
生
前
に
建
て
る
墓
地
。
（
７
）
龍
華
の
春
を
待
つ
…
弥
勒
菩
薩
が
釈
迦
入
滅
よ
り
五
十
六
億
七
千
万
年
後
に
こ
の
世
に
下
生
し
、
龍
華
樹
（
弥
勒
菩
薩
の
菩
提
樹
）
の
下
で
成
仏
し
て
法
を
説
く
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
。
僧
侶
も
死
後
に
無
縫
塔
に
な
っ
て
、
そ
の
日
を
待
つ
と
い
う
意
味
。
（
８
）
安
名
…
禅
宗
で
、
新
し
く
得
度
受
戒
し
た
僧
に
戒
師
が
法
名
を
与
え
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
と
き
の
文
書
を
云
う
。
こ
の
場
合
は
無
縫
塔
の
名
号
。
（
９
）
余
芳
…
「
残
っ
た
香
り
」
の
意
か
ら
転
じ
て
、
死
後
ま
で
残
っ
た
誉
れ
の
意
。
（
１０
）
后
昆
…
子
孫
。
後
世
の
人
々
。
（
１１
）
慶
応
三
丁
卯
（
ひ
の
と
う
）
孟
春
…
１
８
６
７
年
、
旧
暦
一
月
。
（
１２
）
現
龍
音
…
見
性
寺
（
け
ん
し
ょ
う
じ
）
の
山
号
が
龍
音
山
（
り
ゅ
う
お
ん
ざ
ん
）。
現
在
の
見
性
寺
の
住
職
の
意
で
あ
る
。
な
お
、
見
性
寺
は
板
野
郡
藍
住
町
の
勝
瑞
城
内
に
あ
る
古
刹
で
あ
る
。
小
笠
原
長
之
が
そ
の
父
長
房
の
追
福
の
た
め
に
宝
治
年
間
（
１
２
４
７
〜
４
８
）阿
波
半
田
に
開
基
し
た
も
の
を
、
永
正
年
間（
１
５
０
４
〜
２
０
）
に
三
好
長
基
が
父
の
之
長
菩
提
の
た
め
に
勝
瑞
に
移
し
、
才
寂
禅
師
を
中
興
開
山
と
し
て
見
性
寺
と
改
称
し
た
。
三
好
氏
が
細
川
氏
の
執
事
と
し
て
勢
力
を
盛
ん
に
し
て
、
特
に
長
慶
は
京
に
出
て
主
家
細
川
晴
元
を
倒
し
て
幕
府
の
実
権
を
握
っ
た
た
め
、
こ
の
寺
院
は
当
時
阿
波
の
中
心
的
寺
院
と
な
っ
た
。
三
好
家
三
代
の
墓
が
存
在
す
る
。
現
在
は
無
住
と
な
り
鳴
門
市
正
因
寺
の
住
職
が
兼
務
し
て
い
る
。
（
１３
）
大
震
（
だ
い
し
ん
）
…
寛
政
四
〜
明
治
三
（
１
７
９
２
〜
１
８
７
０
）
七
十
九
歳
名
西
郡
の
出
身
。
名
は
慧
旦
（
え
た
ん
）、
号
は
瑞
華
室
。
十
歳
の
時
に
阿
波
の
興
源
寺
に
入
寺
し
て
大
室
の
下
で
剃
髪
し
、
そ
の
後
八
年
間
修
行
し
文
化
六
年
（
１
８
０
９
）
十
八
歳
の
と
き
板
野
郡
勝
瑞
村
の
見
性
寺
に
移
っ
た
。
更
に
美
濃
の
隠
山
、
尾
張
の
卓
洲
、
備
前
の
太
元
、
伊
予
の
行
応
ら
の
下
で
修
行
後
、
三
十
六
歳
で
興
源
寺
に
入
っ
た
。
藩
主
の
命
に
よ
り
阿
淡
で
募
金
し
、
興
源
寺
の
方
丈
・
庫
裏
・
玄
関
等
を
再
建
し
た
。
天
保
四
年
（
１
８
３
３
）
の
夏
に
興
源
寺
で
玉
澗
が
維
摩
経
を
九
十
日
間
講
じ
た
時
に
大
震
が
補
佐
役
と
し
て
活
躍
し
た
。
そ
の
後
、
見
性
寺
に
移
っ
て
再
中
興
と
な
り
五
十
六
歳
で
開
堂
し
た
。
安
政
六
年
（
１
８
５
９
）
に
は
勅
任
に
よ
っ
て
妙
心
寺
に
住
し
た
。
万
延
元
年
（
１
８
６
０
）
に
は
見
性
寺
と
雲
水
庵
で
法
莚
を
開
き
、
阿
波
に
禅
風
を
振
起
し
た
。
晩
年
に
は
中
風
に
罹
り
、
七
十
四
歳
で
弟
子
承
応
に
見
性
寺
の
後
を
託
し
て
隠
居
し
た
。
墓
は
見
性
寺
に
あ
る
。
こ
の
碑
を
撰
文
し
た
の
は
、
妙
心
寺
住
職
を
引
退
し
て
見
性
寺
に
戻
っ
て
四
年
目
の
七
十
七
歳
の
時
で
あ
る
。
写真１２ 龍音山見性寺
写真１３ 大震の墓
（
１４
）
武
玄
嶺
…
呑
海
寺
の
第
十
一
世
住
職
だ
っ
た
玄
嶺
武
大
。
玄
嶺
武
大
（
げ
ん
れ
い
ぶ
だ
い
）
け
い
ゆ
ひ
安
政
南
海
地
震
を
伝
え
る
松
茂
町
の
敬
渝
碑
に
つ
い
て
一
八
〇
…
天
保
八
〜
明
治
二
十
（
１
８
３
２
〜
８
７
）
五
十
六
歳
夢
巌
の
下
で
修
行
し
、
嘉
永
二
年
（
１
８
４
９
）
呑
海
寺
で
得
度
し
、
明
治
元
年
（
１
８
６
８
）
第
十
一
世
住
職
と
な
る
。
鳴
門
岡
崎
の
船
御
殿
を
移
し
本
堂
と
し
て
再
建
し
、
呑
海
寺
の
発
展
に
尽
力
し
た
。
こ
の
碑
の
揮
毫
を
し
た
の
は
、
住
職
に
な
る
一
年
前
の
三
十
六
歳
の
時
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
登
場
の
僧
侶
は
す
べ
て
臨
済
宗
に
関
連
し
て
い
る
。
人
名
辞
典
を
調
べ
、
呑
海
寺
・
正
因
寺
の
両
住
職
に
教
え
て
頂
き
、
法
統
を
整
理
し
た
の
が
次
の
図
で
あ
る
。
グ
レ
ー
で
塗
り
つ
ぶ
し
た
の
は
徳
島
の
寺
院
の
僧
侶
で
あ
る
。
興
源
寺
呑
海
寺
玉澗
１７７１―１８５６
夢巌
１７９３―１８７３
玄嶺
１８３２―８７
隠山
１７５４―１８１７
登場する臨済僧の法統図
白隠
１６８５―１７６８
峨山
１７２７―９７
太元
１７６９―１８３７
見
性
寺
大震
１７９２―１８７０
承応
？―１８６６
卓洲
１７６０―１８３３
現
代
語
訳
玉
澗
禅
師
の
教
え
を
受
け
継
ぐ
夢
巌
は
、
方
広
山
呑
海
寺
の
住
職
と
な
り
、
こ
こ
に
無
縫
塔
を
建
て
て
、
玉
澗
禅
師
の
教
え
を
集
め
て
、
禅
師
を
新
し
い
仏
法
を
伝
え
る
初
祖
と
し
た
。
ま
た
以
前
こ
ん
な
こ
と
を
言
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
「
玉
澗
禅
師
の
教
え
を
受
け
継
い
で
こ
の
寺
院
の
住
職
を
勤
め
る
者
は
、
同
じ
墓
域
に
葬
ら
れ
、
ま
た
一
つ
の
塔
を
建
て
て
そ
こ
に
魂
を
乗
り
移
ら
せ
て
、
共
に
後
の
弥
勒
菩
薩
の
登
場
す
る
時
を
待
ち
た
い
も
の
だ
。」
あ
る
日
、
私
の
と
こ
ろ
に
来
て
、
「
塔
は
既
に
出
来
上
が
っ
た
が
、
ま
だ
安
ら
か
な
名
前
が
付
け
ら
れ
て
い
な
い
。」
と
言
っ
て
、
私
に
塔
号
を
つ
け
る
こ
と
を
頼
ん
だ
。
私
は
こ
れ
を
聞
い
て
塔
号
を
作
っ
た
。
思
う
に
、
こ
れ
は
連
続
す
る
偉
大
な
禅
師
の
、
死
後
ま
で
残
る
誉
れ
を
後
裔
に
ま
で
伝
え
た
い
と
願
う
も
の
に
他
な
る
ま
い
。
私
は
こ
の
依
頼
を
断
わ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
深
い
縁
が
あ
り
、
そ
こ
で
こ
の
塔
に
あ
え
て
「
聯
芳
塔
」（
芳
香
を
連
ね
る
塔
）
と
歴
代
住
職
の
墓
と
し
て
一
般
的
な
名
を
付
け
た
の
で
あ
る
。
慶
応
三
年
（
１
８
６
７
年
）、
丁
卯
（
ひ
の
と
う
）
の
旧
暦
一
月
、
現
在
の
龍
音
山
見
性
寺
住
職
の
大
震
が
文
章
を
作
り
、
法
孫
で
あ
る
呑
海
寺
の
玄
嶺
が
揮
毫
し
た
。
５
．
考
察
大
地
震
で
大
き
な
地
割
れ
や
津
波
、
倒
壊
・
火
災
な
ど
が
あ
っ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
徳
島
藩
で
は
幸
い
に
も
死
傷
者
が
ほ
と
ん
ど
出
な
か
っ
た
。
民
衆
の
間
に
地
震
対
策
の
伝
承
が
あ
り
、
早
め
の
避
難
と
徳
島
藩
の
救
済
事
業
が
う
ま
く
い
っ
た
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、
呑
海
寺
の
川
田
大
道
住
職
に
よ
れ
ば
、
松
茂
町
は
海
抜
も
低
く
、
こ
の
寺
の
場
所
は
津
波
の
際
に
は
海
岸
か
ら
と
い
う
よ
り
も
、
旧
吉
野
川
の
方
か
ら
先
に
水
が
押
し
寄
せ
て
く
る
と
い
う
。
昔
か
ら
の
何
度
か
の
津
波
や
洪
水
で
、
被
害
を
受
け
て
亡
く
な
っ
た
、
多
く
の
名
も
わ
か
ら
ぬ
人
々
の
墓
石
を
村
人
が
供
養
の
た
め
に
建
て
た
も
の
が
、
今
も
水
田
の
脇
に
多
く
残
っ
て
い
る
。
最
新
の
科
学
的
研
究
に
よ
れ
ば
、
今
後
、
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
レ
ベ
ル
の
Ｍ
９
．
０
の
南
海
地
震
が
起
き
た
時
は
、
こ
の
地
域
に
も
津
波
被
害
が
予
想
さ
れ
る
。
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
は
０
．
２
上
が
る
と
力
は
二
倍
に
な
る
の
で
安
政
南
海
地
震
の
八
倍
の
力
が
加
わ
る
そ
う
で
あ
る
。
防
潮
堤
な
ど
の
建
設
は
時
間
と
資
金
を
大
量
に
使
う
し
、
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
の
様
子
か
ら
見
て
、
強
大
な
津
波
の
力
を
防
ぐ
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
自
然
は
時
に
私
た
ち
の
予
想
を
大
幅
に
超
え
る
力
を
出
す
。
Ｔ
Ｖ
報
道
番
組
で
、
実
際
に
昨
年
の
津
波
被
害
に
遭
っ
た
気
仙
沼
市
の
人
が
、「
我
々
が
科
学
の
粋
を
集
め
て
作
っ
た
防
潮
堤
が
何
の
役
に
も
立
た
な
か
っ
た
。
人
間
の
作
っ
た
も
の
ほ
ど
も
ろ
い
も
の
は
な
い
こ
と
を
実
感
し
た
。」と
述
べ
、
ま
た
釜
石
市
の
別
な
被
災
者
は
「
津
波
は
来
る
も
の
で
は
な
い
。
襲
う
も
の
だ
。
我
々
け
い
ゆ
ひ
安
政
南
海
地
震
を
伝
え
る
松
茂
町
の
敬
渝
碑
に
つ
い
て
一
八
一
は
自
然
に
襲
わ
れ
る
の
だ
。
戦
う
の
で
は
な
く
、
ま
ず
は
逃
げ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。」
と
述
べ
て
い
た
。
原
子
力
発
電
に
し
て
も
、
ず
っ
と
安
全
性
を
強
調
さ
れ
て
文
明
生
活
の
電
力
を
提
供
し
て
い
た
。
し
か
し
津
波
で
壊
さ
れ
て
以
来
、
そ
れ
は
日
本
人
に
と
っ
て
最
も
危
険
な
存
在
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
我
々
現
代
人
は
科
学
文
明
の
進
歩
に
対
す
る
過
信
か
ら
、
人
間
の
力
を
驕
る
気
持
ち
を
知
ら
ず
知
ら
ず
に
持
た
さ
れ
て
い
る
。
結
局
は
人
間
も
大
自
然
の
一
部
で
あ
り
、
そ
れ
を
征
服
し
よ
う
と
す
る
の
は
自
分
自
身
を
攻
撃
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
驕
り
の
態
度
に
対
し
、
大
自
然
は
必
ず
無
情
な
ほ
ど
の
ひ
ど
い
仕
返
し
を
加
え
る
も
の
な
の
だ
。
周
期
か
ら
考
え
る
と
、
２
０
３
０
〜
２
０
５
０
年
頃
に
次
の
大
地
震
が
来
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
南
海
地
震
は
東
海
地
震
と
よ
く
連
動
す
る
か
ら
、
間
近
と
言
わ
れ
る
東
海
地
震
が
起
き
た
時
に
連
鎖
反
応
を
起
こ
し
、
も
っ
と
早
く
起
こ
る
可
能
性
も
あ
る
。
は
ん
ら
く
た
い
ご
う
よ
わ
ざ
わ
か
も
碑
に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。「
般
楽
怠
敖
、
能
く
殃
い
を
醸
す
。」（
あ
ま
り
に
遊
び
ほ
う
け
て
い
て
、
や
る
べ
き
こ
と
を
怠
け
、
驕
り
高
ぶ
る
こ
と
は
、
必
ず
災
い
を
醸
成
す
る
も
の
な
の
だ
よ
。）
こ
の
碑
文
か
ら
考
え
る
と
、
む
し
ろ
住
民
自
身
が
地
震
の
際
の
避
難
方
法
・
避
難
場
所
・
緊
急
食
糧
な
ど
を
事
前
に
確
定
し
て
訓
練
準
備
し
て
お
く
こ
と
と
、
被
災
後
の
行
政
の
迅
速
な
救
済
対
策
が
重
要
に
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
さ
し
く
、
碑
の
題
「
敬
渝
」
の
通
り
、
大
自
然
を
征
服
す
る
の
で
は
な
く
、
自
然
の
変
化
す
る
こ
と
を
敬
い
恐
れ
、
逃
れ
、
生
き
残
る
こ
と
に
力
を
使
う
方
が
賢
明
な
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
瓦
礫
を
埋
め
た
上
に
森
を
作
り
防
潮
堤
を
形
成
す
る
な
ど
、
自
然
を
最
大
限
に
活
用
し
た
防
災
を
考
え
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
碑
は
石
質
が
良
い
上
に
風
雨
が
当
た
り
に
く
い
環
境
に
あ
り
、
建
立
後
百
五
十
年
程
の
今
日
で
も
風
化
は
ほ
と
ん
ど
進
ま
ず
、
文
字
の
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
し
っ
か
り
残
っ
て
い
る
。
夢
巌
浄
観
・
新
居
水
竹
の
二
人
の
揮
毫
者
は
そ
れ
ぞ
れ
徳
島
を
代
表
す
る
僧
侶
・
儒
学
者
で
あ
り
、
刻
さ
れ
た
書
は
い
ず
れ
も
た
い
へ
ん
美
し
く
、
書
学
者
の
手
本
に
な
り
う
る
レ
ベ
ル
に
あ
る
。
ま
た
建
設
者
の
三
木
与
吉
郎
光
治
も
幕
末
の
徳
島
を
代
表
す
る
大
実
業
家
で
、
な
お
か
つ
文
化
人
で
あ
っ
た
。
特
に
今
回
の
調
査
で
は
、
今
ま
で
は
っ
き
り
わ
か
ら
な
か
っ
た
夢
巌
浄
観
の
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。
阿
波
は
臨
済
宗
妙
心
寺
派
で
白
隠
の
法
統
を
嗣
ぐ
有
力
な
僧
侶
が
多
く
、
か
つ
て
は
「
阿
波
禅
」
と
呼
ば
れ
て
全
国
か
ら
多
く
の
雲
水
が
参
じ
た
。
特
に
慈
光
寺
の
春
叢
（
１
７
５
１
〜
１
８
３
５
）
と
興
源
寺
の
玉
澗
（
１
７
７
１
〜
１
８
５
６
）
が
そ
の
双
璧
で
、
夢
巌
は
そ
の
玉
澗
の
法
統
を
嗣
ぐ
偉
大
な
僧
侶
で
あ
っ
た
。
書
も
美
し
い
が
、
人
物
も
一
流
で
あ
る
。
今
後
も
関
係
す
る
人
物
の
調
査
を
進
め
る
こ
と
で
、
当
時
の
徳
島
の
文
化
の
高
さ
が
解
明
さ
れ
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。
６
．
お
わ
り
に
今
回
、
敬
渝
碑
の
内
容
を
調
査
し
て
、
地
震
に
対
す
る
準
備
を
進
め
る
必
要
を
実
感
し
た
。
こ
の
よ
う
な
重
要
な
石
碑
の
記
録
が
、
文
字
環
境
の
変
化
に
よ
っ
て
多
く
の
人
々
に
正
確
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
は
残
念
だ
し
、
書
道
や
歴
史
に
関
わ
る
人
間
が
世
に
広
く
知
ら
せ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
今
後
も
書
の
美
し
さ
を
追
究
す
る
と
同
時
に
、
こ
の
よ
う
な
石
碑
を
詳
細
に
読
ん
で
紹
介
す
る
仕
事
は
重
視
し
て
い
き
た
い
。と
こ
ろ
で
、
実
は
東
日
本
大
震
災
以
後
に
、
書
道
に
関
す
る
日
本
社
会
の
関
心
が
少
し
高
ま
っ
た
こ
と
を
感
じ
て
い
る
。
現
代
の
日
本
は
科
学
文
明
に
極
度
に
頼
っ
て
い
る
。
事
故
で
停
電
に
な
っ
た
り
、
携
帯
電
話
が
つ
な
が
ら
な
く
な
っ
た
り
、
大
風
雨
で
電
車
が
動
か
な
く
な
っ
た
り
す
る
だ
け
で
、
私
た
ち
は
う
ろ
た
え
て
し
ま
う
。
文
明
が
発
達
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
人
間
は
そ
れ
に
頼
り
き
っ
た
生
活
を
し
て
い
く
の
で
、
人
間
自
体
の
力
は
ど
ん
ど
ん
落
ち
て
い
く
。
今
後
も
し
、
何
ら
か
の
大
き
な
災
害
や
戦
争
な
ど
が
起
き
て
日
本
全
体
が
停
電
に
な
っ
て
輸
入
も
ス
ト
ッ
プ
し
、
文
明
の
利
器
を
使
え
な
い
状
況
が
長
く
続
く
よ
う
な
状
況
に
陥
っ
た
時
に
、
一
体
ど
れ
だ
け
の
人
間
が
生
き
残
っ
て
い
け
る
の
だ
ろ
う
か
。
書
道
は
古
い
芸
術
で
あ
る
。
紙
に
筆
と
墨
を
使
っ
て
文
字
を
書
く
と
い
う
あ
ま
り
に
ア
ナ
ロ
グ
な
芸
術
で
あ
る
。
し
か
し
電
気
が
ス
ト
ッ
プ
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
や
携
帯
け
い
ゆ
ひ
安
政
南
海
地
震
を
伝
え
る
松
茂
町
の
敬
渝
碑
に
つ
い
て
一
八
二
電
話
が
使
え
な
く
な
っ
て
も
書
道
は
で
き
て
、
時
間
さ
え
か
け
れ
ば
そ
れ
を
運
ぶ
こ
と
で
ち
ゃ
ん
と
人
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
、
人
と
人
と
の
絆
を
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。
今
日
で
も
二
千
年
以
上
前
に
書
か
れ
た
文
書
や
石
碑
が
ち
ゃ
ん
と
残
っ
て
い
て
歴
史
を
伝
え
て
い
る
。
原
型
に
近
い
も
の
は
変
化
に
強
い
と
い
う
傾
向
が
あ
る
。
今
私
が
作
っ
て
い
る
こ
の
文
章
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
デ
ー
タ
が
二
千
年
後
に
残
っ
て
い
る
可
能
性
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
だ
ろ
う
か
。
電
気
信
号
の
デ
ー
タ
は
、
わ
ず
か
な
ア
ク
シ
デ
ン
ト
で
一
瞬
の
う
ち
に
消
え
さ
る
危
う
さ
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
科
学
文
明
の
脆
さ
や
危
険
性
に
気
付
き
つ
つ
あ
る
人
々
は
、
人
間
の
力
や
絆
に
対
す
る
再
考
を
始
め
た
。
文
字
も
初
期
の
人
間
の
文
明
が
作
り
出
し
、
多
く
の
人
々
の
知
恵
を
加
え
て
進
化
さ
せ
て
き
た
が
、
漢
字
の
場
合
は
そ
こ
に
儒
学
・
道
教
・
仏
教
が
自
然
主
義
哲
学
を
加
え
、
さ
ら
に
日
常
生
活
に
組
み
込
み
な
が
ら
芸
術
と
し
て
も
醸
成
さ
せ
た
。
平
安
三
筆
の
一
人
で
、
我
が
国
の
書
道
の
基
本
を
築
い
た
空
海
は
そ
の
著
『
性
霊
集
』
巻
第
三
の
中
で
「
古
人
筆
論
云
。
書
者
散
也
。
非
但
以
結
裏
為
能
。
必
須
遊
心
境
物
。
散
逸
懐
抱
。
取
法
四
時
。
象
形
萬
物
。
以
此
為
妙
矣
。」
…
（
後
漢
の
蔡
の
『
筆
論
』
の
中
に
「
書
と
い
う
も
の
は
胸
中
の
思
い
を
外
に
解
き
放
つ
も
の
で
あ
る
」
と
あ
る
。
書
は
字
形
の
ま
と
ま
り
だ
け
で
う
ま
く
書
け
た
と
せ
ず
、
必
ず
自
分
の
心
を
そ
の
対
象
に
遊
ば
せ
、胸
中
の
思
い
を
解
放
し
、自
然
の
運
行
の
秩
序
に
運
筆
の
法
を
と
り
、
万
物
の
様
々
な
形
象
に
文
字
の
形
勢
を
似
せ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。）
と
い
う
内
容
を
述
べ
て
い
る
。
書
の
線
や
形
に
は
自
然
本
来
の
美
が
存
在
し
、
そ
れ
を
見
る
者
に
自
然
へ
の
回
帰
を
無
意
識
の
う
ち
に
感
じ
さ
せ
る
。
便
利
な
現
代
文
明
を
否
定
し
、
捨
て
去
る
こ
と
は
今
の
我
々
に
は
不
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
我
々
が
時
に
は
筆
を
と
っ
て
墨
書
を
記
す
と
い
う
ア
ナ
ロ
グ
な
行
為
を
す
る
こ
と
は
、
文
明
の
中
の
自
然
的
要
素
の
重
要
な
こ
と
を
忘
れ
な
い
と
い
う
初
心
に
戻
る
た
め
の
行
為
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
呑
海
寺
の
夢
巌
と
徳
島
藩
の
新
居
水
竹
が
こ
の
碑
を
「
震
災
記
念
碑
」
で
は
な
く
「
敬
渝
碑
」
と
名
付
け
た
気
持
ち
と
、
書
道
の
根
底
に
あ
る
自
然
主
義
と
は
ど
こ
か
で
つ
な
が
っ
て
い
る
。
な
お
、
今
回
の
研
究
で
、
松
茂
町
呑
海
寺
の
川
田
大
道
住
職
、
鳴
門
市
正
因
寺
の
奥
田
智
山
住
職
、
中
喜
来
春
日
神
社
の
市
村
英
雄
宮
司
、
松
茂
町
の
三
木
文
庫
に
親
身
な
る
ご
協
力
を
得
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。
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１
９
８
５
年
『
国
書
人
名
辞
典
』
岩
波
書
店
１
９
９
５
年
『
漢
和
中
辞
典
』
赤
塚
忠
・
阿
部
吉
雄
編
旺
文
社
１
９
８
０
年
『
仏
教
用
語
事
典
』
須
藤
龍
仙
新
人
物
往
来
社
１
９
９
３
年
『
図
説
書
法
論
』
第
９
巻
平
勢
雨
邨
ほ
か
西
東
書
房
１
９
９
１
年
そ
の
他
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
い
く
つ
か
の
サ
イ
ト
を
参
考
に
さ
せ
て
頂
い
た
。
け
い
ゆ
ひ
安
政
南
海
地
震
を
伝
え
る
松
茂
町
の
敬
渝
碑
に
つ
い
て
一
八
三
